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仮
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。
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が
開
始
し
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か
ら
、
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週
間
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内
に
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入
会
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請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
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（
事
前
に
事
務
局
担
当
者
に
ご
連
絡

い
た
だ
い
て
い
れ
ば
、
本
入
会
申
請
の
期
限
を
延
長
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）
本
入
会
申
請
は
、
事
前
に
リ
ー
ダ
ー
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談
と
新
規
参
加
者
講
習
を
終
了
し
て
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な
け
れ
ば
な
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ま
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し
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。
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。
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仮
入
会
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中
に
所
属
希
望
部
署
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リ
ー
ダ
ー
と
の
面
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
面
談
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
面
談
可
能
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程
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最
低
３
つ
、
部
長
に

M
ic
ro
s
of
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s
の
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ャ
ッ
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送
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よ
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お
願
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し
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込
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則
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て
あ
り
ま
せ
ん
。
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ft
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s
の
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発
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に
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て

 

本
入
会
に
あ
た
っ
て
、
各
メ
ン
バ
ー
に

o
ff
ic
e3
6
5 
Bu
si
ne
ss
 B
as
ic

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア

カ
ウ
ン
ト
で
は
以
下
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

 

・
M
i
cr
os
of
t 
Te
am
s
…
団
体
内
で
の
連
絡
に
お
使
い
く
だ
さ
い

 

・
O
n
eD
ri
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(1
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)
…
フ
ァ
イ
ル
の
保
存
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
基
本
的
に
用
途
は
自
由
で
す
。

 

・
O
u
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…
メ
ー
ル
ア
プ
リ
で
す
。
団
体
の
活
動
の
一
環
で
外
部
の
人
と
連
絡
す
る
際
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

 

・
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。

 

当
団
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す
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o
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則
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て
、
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１
文
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な
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「
あ
ど
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太
郎
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ば
、

a
.t
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o
@a
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r.
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と
い
う
ア
カ
ウ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
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01 団体の理念

OUR PHILOSOPHY



同世代だからこその
"ともいき"サポート

メンバーが⽇本語教室などを通
して⽀援するのは⾃分と同世代
の外国⼈。同世代だからこそ、
できる話も少なくありません。

交流を通して、互いの国の⽂化
を学べるようなボランティアで
きる団体を⽬指しています。
活動するにあたって必要な費⽤
は必ず当団体が負担し、有償の
活動もあります。

"ともいき"社会をつくる

01 02

- OUR PHILOSOPHY - 

互いに学び合える
ボランティア



02
団体概要

OUR PROFILE



特定⾮営利活動法⼈Adovo法⼈名

設⽴ 2021年6⽉30⽇

メンバー 117名

事業 国際交流推進事業
⽇本語教育促進並びにその研究に係る事業
外国⼈労働者等の⼈権問題に係る研究及びその啓発事業
作⽂コンテストの開催事業
学⽣団体、ボランティア団体の援助及び交流事業
類似の事業を⾏う個⼈、団体、法⼈の援助及び交流事業

1.
2.
3.
4.
5.
6.



関係企業・団体

⽇本語教室・交流会への参加団体
昭和電⼯株式会社、株式会社ベアーズ、株式会社東新製作所
株式会社J-SAT、LACOLI株式会社、ホアンロン⼈材派遣会社
ハノイ技術開発株式会社、株式会社3Q、JVJSC株式会社

⽀援・協⼒団体
三菱UFJ銀⾏、責任ある外国⼈労働者受け⼊れプラットフォーム、
独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構（JICA）、にっぽん技術振興協同組合
⼀般財団法⼈⽇本アジア共同体⽂化協⼒機構（JACCCO）、K-NET株式会社
認定NPO法⼈⽇本雲南連誼協会、株式会社フェルメス�etc...



メディア掲載実績（⼀部抜粋）

朝⽇新聞⼣刊（全国版）第１⾯
『歳近い実習⽣のため�私だからできること』

2023年1⽉27⽇

2022年9⽉4⽇

2022年8⽉21⽇

朝⽇新聞朝刊（全国版）第３⾯
『⽇曜に想う�-沢村亙論説委員-』

毎⽇新聞朝刊（全国版）第１⾯
『余禄』

J-WAVE「THE�HIDDEN�STORY」
『技能実習⽣が⽇本で働きやすくするには？中⾼⼤学⽣が活動中、NPO【Adovo】』

2023年5⽉12⽇



03 事業内容

OUR BUSINESS



任意団体として設⽴
国際交流活動

2020年

都庁から法⼈認証

2021年

オンライン
⽇本語教室開始

2021年

ベトナム・ミャンマー
での⼊国前講習

開始

2022年

出張型
⽇本語教室開始

2022年

これまでの歩み



事業内容

講習・交流
来⽇前の実習⽣への
講習会（5か国）
実習⽣との交流会

1on1⽇本語教室
技能実習⽣へのオン
ライン⽇本語教室

地域での活動
各地域での実習⽣と
の交流・観光の企画
地域での⽇本語教室

研究・発信活動
技能実習や多⽂化共
⽣に向けた調査研究
の実施



04
仕事紹介・組織紹介

OUR STAFF



講習・交流
（国際部）

⼊国前の講習会 交流会

活動の⽬的
外国⼈労働者や⽇本語学習者に⽇本⽂化を伝え、⽇本を好きになってもらう
国際交流を通して外国⼈労働者の社会的孤⽴を防ぎ、⽇本での居⼼地の良さを感じてもらう

これから技能実習⽣として⽇本で働く外国⼈
に⽇本⽂化や⽇本でのマナー、⽅⾔の講習会

派遣会社ごとに⽉３回程度オンライン開催
 ��ベトナム・ミャンマー・カンボジア等で実施

⽉に⼀回、オンラインで開催

⽇本で働く外国⼈とゲームや雑談を通して交
流する

様々な国、⽇本語レベルの外国⼈が参加する

講習会や交流会の企画運営の他、スライド・ポスターや原稿作りなどのタスクがあります

部署の会議が毎週⽇曜⽇20時からあります

オンラインだからどこからでも参加可能！
オンラインだからどこからでも参加可能！



講習・交流
（国際部）

ベトナムでの���①

ベトナムでの���②

ベトナムでの���③

�����中のメンバー

�流�の��

���で使うスライド



活動の⽬的

マンツーマン・オンライン⽇本語教室
（⽇本語教室部）

オンライン⽇本語教室

⽇本語教室を通して、⽇本で働く外国⼈が社会に馴染みやすくする。
同世代の⽇本⼈と密に関わる機会を作り、相互理解に寄与する。

技能実習⽣、外国⼈留学⽣を対象に無償のマ
ンツーマンのオンライン⽇本語教室

１時間の教室を週に⼀回実施

最初はアシスタントから⼊り、模擬授業を通
して⾃分で教室をやってみる

教室の中で雑談もして交流する

⽇本語の先⽣の他、カリキュラムや教材、テスト作りなどのタスクがあります
部署の会議が毎週⼟曜⽇21時からあります



活動の⽬的

地域での活動
（各地区委員会）

地区委員会の活動

地域を基盤とした多⽂化共⽣活動を⾏うこと
実習⽣が地域の⼈と触れ合うことでその地域のことを好きになってもらうこと。

地区内の実習⽣との交流会の企画
������例：⽇本学⽣・外国⼈の交流会（中部-⼭梨）

地区委員会への活動は任意です。

地区内の実習⽣との観光の企画
������例：観光バスによる東京⼀周（関東-東京）

地区内の実習⽣への出張型⽇本語教室
������例：下町⼯場での実習⽣6名への教室（東京）

地区内でのメンバー募集・メンバー間の懇親

地区委員会の種類

関東地区委員会
������東京・神奈川・埼⽟・千葉・茨城の地域活動

中部地区委員会
������⼭梨・⻑野・愛知・静岡の地域活動

関⻄地区委員会
������⼤阪・兵庫の地域活動



地域での活動
（各地区委員会）

���発のバス

��で�草�

��で和菓�作り体�

地域の��⽣との�流

地域の⼯場で⽇����

地�内でのメンバー募����



活動の⽬的

調査・研究
（発信委員会）

発信委員会の活動

多⽂化共⽣や技能実習について、理解を深めること

⼊国後講習施設へのヒヤリング・授業⾒学

失踪実習⽣及び実習中の実習⽣へのヒヤリング

「やさしい⽇本語」講習会の実施

多⽂化共⽣や技能実習について、同世代の⽇本⼈学⽣によく知ってもらうこと

イベント等での講演



事務局専属メンバーの活動

活動の⽬的
会計や法⼈の事務運営を通して、団体の活動を維持する。
広報で団体の活動や外国⼈労働者問題について発信し、現状改善に貢献する。

�・�リーダー・責任者
� �各委員会で中⼼となって運営活動を進める。

事業運営を⽀える事務運営
（事務局）

事務局内委員会の活動

�・�会計委員会
� �団体全体の会計を統括する。
�・�三週間委員会
� �団体全体の⼈事、新規加⼊者受け⼊れを統括
�・�総務委員会
� �官公庁や助成団体に向けた書類の作成
�・�広報委員会
� �団体ホームページ・ブログ・広告による広報
�・�地区運営委員会
� �各地区委員会の事務的運営のサポート

�・�運営戦略の⽴案
� �よりよい運営⽅法を模索して事務局内で提案

�・�重要事項の管理
� �団体全体で使うシステムなどの管理・運⽤

�・�会計の監査
� �各部署の会計監査



ベトナム派遣

派遣中に実施した内容

令和５年３⽉に、三菱UFJ銀⾏の⽀援を受け、メンバー２名のベトナム派遣を実施しました。
同年８⽉から、メンバー２名のベトナム派遣を実施しています。今後も継続的に実施する予定です

�・�来⽇前のベトナム⼈技能実習⽣との共同⽣活
� �派遣会社の訓練センターで実習⽣と共同⽣活

�・�来⽇前の実習⽣への⽇本語教育
� �センターで実習⽣へ⽇本語教育を⾏う

�・�現地で技能実習に関する調査
� �⼤使館・JICA等の協⼒の下、調査を実施

派遣に参加したメンバー
�・�2023年3⽉派遣メンバー
 ・松岡�柊吾（代表・当時⾼3）
  創設時より、本部所属
 ・⽔⽥�知希（当時、代表補佐・当時⾼3）
  昨年2⽉国際部に⼊会。昨年6⽉国際部部⻑
  今年1⽉本部�代表補佐。現在、関東地区所属
�・�2023年8⽉派遣メンバー
 ・荘司�遥⾹（代表補佐・⾼３）
  昨年8⽉国際部に⼊会。今年1⽉国際部部⻑
  今年8⽉本部�代表補佐
 ・京⼩�奈那美（⽇本語教室部�部⻑補佐・⾼３）
  昨年11⽉⽇本語教室部⼊会。今年8⽉部⻑補佐



メンバーの声

 私は国際部に所属しています。
 活動の中で講習会や交流会をして、別の国の
⼈と会話ができました。コロナで、海外に⾏く
のも難しくなり、⼈と会話するのが難しかった
けど、この活動でオンラインで久しぶりに楽し
くベトナム⼈だったり、ミャンマー⼈と喋れま
した。
 最初は、この交流の中で⽇本語を教えるだけ
だと思っていたが、⼀緒に会話してお互いもっ
と知り合うこともできてとても楽しいことに気
づきました。少しは⾔語の壁があるとしても、
⽇本語を教えることでもっと交流を深めること
ができると思います

尾崎�蒼空 ⾼１
国際部

 私は中国⼈の⽅を担当しています。今まで中
国⼈の⽅に対して良いイメージはなかったけ
ど、話してみると、親しみやすい⽅もいるんだ
なと思いました。国際交流も兼ねていて、⾃分
の偏⾒を壊せたり、知らないことを、実際に聞
けるのでお互いにプラスになっています。
 ⼤変なのは、たまに発⾳が聞き取れないこ
と。そんな時は、チャットで解決しています。
 先⽣をやっていて学んだことは、⽇本のこと
を質問されてるのに、私⾃⾝知らないことが多
くて答えられないことが多々あるという事。⽇
本のことなのに、こんなにも知らないことがあ
ったんだと気付かされました。

南�智尋 ⾼２
⽇本語教室部



今後のスケジュール

05
PROCESS



当団体に部署は下記、3つあります。
・国際部
・⽇本語教室部
・本部事務局
団体メンバーはいずれかの部署に⼊る必要があります。
委員会はいくつでも任意のものに⼊ることができます。

部署・委員会

新規参加者講習

当団体で活動していただく上で必要な知識を学んでいただく講

習を⽤意しています。仮⼊会期間中に本講習を終了していただ

く必要があります。



団体説明会
＆
座談会

仮加⼊期間
複数の部への
参加が可能

部⻑⾯談
所属する部署の
リーダーとの⾯談

正式加⼊
所属部を
⼀つに絞る

ID発⾏
団体のアドレス
を⽀給する

正式加⼊まで

仮⼊会期間は最⻑で３週間です。この期間内で、各部署では本格的な活動のためのアシスタント
等として活動します。その他に新規参加者講習と部⻑⾯談を終了しておく必要があります。
正式⼊会申請書を提出し、所属希望部署の⻑が承認したら、正式加⼊となります。



関連リンク集

・ホームページ

団体のすべてを紹介しています。
おすすめページは
About→写真ギャラリー

https://adovo.or.jp

・仮⼊会申し込みフォーム
https://forms.office.com/r/zJPypEwbC7

本⽇はお越しいただき、本当にありがとうございました。
これからもどうぞよろしくおねがいします。

本フォームから仮⼊会の申し込み
が可能です。

・本⽇の配布資料
https://onl.tw/8AZ7TJA

本⽇の配布資料がご覧いただけま
す。








